
２　米づくりのさかんなところ

①鳥
とっとりけん

取県の米づくりの特
とく

色
しょく
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　米は，わたしたち日本人の主
しゅ

食です。鳥取県全体で６万６千トン

のしゅうかく量があります。鳥取県は人口の少ない県なので，県内

で食べきれない米は，京
けいはんしん

阪神を中心に出
しゅっか

荷されています。

　また，地
ちい き

域にあった品
ひんしゅ

種や肥
ひりょう

料のやり方などを工夫して，10 アー

ルあたりの米のしゅうかく量が増
ふ

えるように努
どりょく

力しています。
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　米づくりをしている農
のう か

家の数は減
へ

ってきていますが，大
おおがたきかい

型機械を

使って，大きぼな米づくりをしている農家は増えてきています。

　全
ぜんこく

国的に米を食べる量が減ったため，転
てんさく

作（米の代わりに 

田で大
だい

豆
ず

や野
やさ い

菜などをつくること）などにより，米の生
せいさんりょう

産量を減らし 

てきています。同じように，鳥取県の米の生産量も減ってきています。

　また，米の輸
ゆにゅう

入が増えていることや米のねだんが下がったことな

どが問
もんだい

題となり，県内の米づくり農家も，これらの問題に真
しんけん

剣に取

り組み，今後の米づくりについて考えています。

　このような中，県内各
かく ち

地で，地域の特
とくしょく

色を出した「ブランド米」

がつくられています。農
のうやく

薬をあまり使わないようにしたり，おいし

い品種をつくったりするなど，農家がこだわりをもった米づくりを

しています。

鳥取県産の米をたくさん食べて，県内の
米づくり農家さんをおうえんしよう！
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　鳥
とっとりけん

取県でつくられる米は，おいしい品種に変
か

わってきました。

　1980年(昭
しょうわ

和55年)にはほとんどつくられていなかったコシヒカリ 

（福
ふ く い

井県でつくられた品種）が，今では県内で最
もっと

も多くなっていま 

す。また，ひとめぼれ（宮
みや ぎ

城県でつくられた品種）もコシヒカリの 

次に多くつくられており，２つの品種のさいばい面積は県内の 67％ 

になっています。さらに近年では，ひとめぼれやコシヒカリより実
みの

る時期が遅
おそ

く，暑
あつ

い夏でも品
ひんしつ

質が良いきぬむすめ（九
きゅうしゅう

州でつくられ

た品種）の面積が増
ぞう か

加しており，平
へいせい

成 29 年には県内さいばい面積の 

26％になっています。
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会社をつくって米づくりに取り組んでいる山
やまさき

崎さんと初
は つ た

田さん
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　山崎さんと初田さんは鳥取市気
け た か

高

町を中心に，約 50 ヘクタールの水田 

で大きぼ農業に取り組んでいます。

　初めはそれぞれで米づくりに取り 

組んでいた２人は，もっとたくさん 

の米をつくりたいと考え，1992 年 

( 平成４年 ) に「みどり農産」という

会社をつくりました。

　会社をつくってよかったところは，２人で作
さぎょう

業をすると，１人です 

るよりも仕事がずいぶんとはかどるということです。今では　４人

の社員
いん

といっしょに，米のほかに，大豆や白ねぎ，里
さといも

芋，アスパラ

ガスなどもつくっています。

山崎さんの話

　地域の皆
みな

さんの役に立てるよう，機
き か い

械だけに頼らず，人
にん

 
間
げん

力
りょく

を生かした経
けいえい

営を進めています。あとつぎを育
そだ

てなが 
ら，新

しんせん

鮮な野
や さ い

菜を消
しょうひ

費者の皆さんにお届
とど

けし，野菜狩
が

りイ 
ベントを通じて会社が地域の新たな交流の場になればと 
願っています。

初田さんの話

　米を経営の柱とした大
おおがたのうぎょう

型農業機械を使って作業を効
こうりつてき

率的
に行い，さらに安

あん

心・安全なお米の提
ていきょう

供や白ねぎ，アスパ 
ラガス，里芋をさいばいして経営の安

あんてい

定を目
め ざ

指しています。 
私
わたし

自
じ し ん

身，一年でも長く地域と関わり，一人でも多くのあと 
つぎが増

ふ

えてくれればと思っています。




